






要約:小児事故情報の収集システムとしてこれまでに検討された病院を定点とする方法以

外に受診率の高い健康診査の機会を使うことも可能であり、事故発生情報のみならず保健

指導上有用な情報も併せて収集できるという特徴がある。また、安全教育についても、各

地において主として乳幼児健康診査の機会を利用して種々の試みが検討されたが、短期間

で効果判定をすることは難しく、総合的な事故防止対策の中に位置づけ今後とも検討を加

えていく必要がある。効果的な事故防止のための支援システムを構築するための具体的な

標的の例としては乳幼児の浴室における溺水事故防止がある。現在の養育環境の下でも乳

幼児の浴室内溺水の危険は高く、このための的確な介入方策が立案される必要性が高いこ

とが明らか、にされた。一方、病院での調査から産婦への応急処置教育の有用性が提起さ

れた。今後は、具体的な小児事故防止のためのシステムづくりと技法開発、研究の推進等

が必要である。


